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▲酵母が糖分を分解しアルコールを生み出すのが
アルコール発酵。発酵が進めば辛口になる。この
状態を「キレる」と言い、逆に発酵を止め、甘口に
する場合は「しぼる」と言う。

元気企業！ 紹介

天文元年（1532 年）に、北陸と京都を結ぶ北国街道沿いの木之本で創

業した山路酒造。滋賀県で最も歴史ある造り酒屋を切り盛りしている女将

の山路祐子さんは、山路酒造の長い歴史の中で、初めて酒蔵に入った女性で

もある。伝統を受け継いで行くためには、時代に柔軟に対応することも必要

だという。厳しい日本酒造りの現場で杜氏を助けながら、一方では木之本の

発展のためにと、名産「桑酒」を使用した新しい商品の開発に取り組むなど、

まちおこしや酒造業界の活性化につながる活動にも力を注いでいる。

創業は室町時代。 
木之本の歴史と風土を酒で受け継ぐ。

D
ATA

長浜産の酒米と伊吹山の伏
流水で造る純米酒

ー山路酒造のこだわりを教えて
ください。

日本酒の消費量は年々減少し続
け、15 年程前には大手酒造会社へ
の桶売りがなくなりました。経営的
には苦しい状況でしたが、それを機
に、本当においしいお酒を自分達で
造り自分達で販売していかなけれ

ば、という気概が生まれました。
それまでは普通酒を主に造って

いましたが、現在は純米酒の「北国
街道」をメインに、酒米は地元長浜
で栽培された環境こだわり米の「玉
栄」や有機栽培米「山田錦」を、水は
伊吹山の伏流水を井戸で汲み上げ
て造っています。

大きな酒蔵などでは、同じ銘柄
のお酒を複数のタンクで製造し、ブ
レンドすることによって毎年同じ味
にする手法ですが、うちは、タンク
一本に一銘柄を造るスタイルなの
で、ブレンドして味を整えることが
できません。

日本酒は、その年の気候や仕込
み具合によって微妙に味が変わっ
てきます。もっとキレさせたかった
けれど、途中で発酵がとまって甘口
になってしまったなど予期せぬこと
もあります。お酒を販売する際、お
客様に出来具合をお話するのです

が、ありがたいことに、この違いを
楽しんでくださるお客様がとても多
いです。

その年にしか飲めない希少な味
を楽しみにしているお客様のために
も、本当においしいお酒をこれから
も造り続けていかなければと思って
います。

ー女将が酒造りに参加している
そうですね。

私が嫁いできた頃は、女性が酒
蔵に入ることは禁じられていました。
きっかけは、毎年、能登から仕込み
に来ていただいている杜氏さんが
病気で倒れたことでした。なんとか
代わりの杜氏さんに来てもらう事
が出来たのですが、蔵の中に何があ
るのかすら誰も把握しておらず、こ
れではいけないと強く感じました。

日本酒の醸造方法は醸造協会の

山
やまじしゅぞう

路酒造有限会社

女将  山
や ま じ

路 祐
ゆ う こ

子 さん

山路酒造有限会社

●代表者／代表取締役 山路 正
●従業員数／ 4 名
●住所／〒 529-0425 滋賀県長浜市木之本町木之本 990
●創業／ 1532 年
●業務内容／清酒、リキュール類の製造販売
● TEL：0749-82-3037



（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部 販路開拓課　担当/ 谷口斉・中嶋 

TEL ： 077-511-1413　FAX : 077-511-1418　E-mail :hanro@shigaplaza.or.jp　

問い合せ先

※プラザの販路開拓支援
　プラザでは、取引先拡大のためのビジネスマッチング（商談会）の開催や取引に関する相談、海外展開の際アドバ
イスが受けられる貿易投資相談窓口など、多岐にわたる支援を行っています。
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通信教育で勉強していた事もあり、
思い切って義理の父に蔵に入りた
いと申し出てみました。すると「や
りたければやってみなさい」とあっ
さり許可がでたのです。長い伝統の
中、酒造りは男性が行うしきたりで
すが、やはり時代に合わせて変わっ
ていかなければならないと父も感
じていたのではないでしょうか。

蔵に入って任されたのは麹
こうじ

作り
と分析でした。本で得た知識を実際
に経験してみて、より深く理解できる
ようになり、どんどん酒造りの面白
さに魅かれていきました。分析は、毎
日お酒のろ液を取って、どれくらい発
酵が進んでいるかチェックする仕事
です。毎日分析していると「今年は低
温でじっくり進んでいるな」と、まる
でお酒の声を聞いているような感覚
になります。お酒が出来るまでのス
トーリーをお客様に話しながら販売
できることも、蔵に入って良かったと
思うことの一つです。

私は長い山路酒造の歴史の、ほ

んの一部分をお手伝いさせていた
だいているにすぎません。伝統を途
切れさせず、次の世代に繋いでいか
なければと思っています。

ー全国でも珍しい、桑酒を造って
いるそうですが？

長浜では、昔から浜ちりめんや
琴糸が作られていました。そのため、
北国街道沿いには桑畑が広がって
おり「後園の桑を用いて酒をつく
れ」との夢のお告げによって造った
ところ、甘く香ばしい酒ができ、皆に
喜ばれたと言い伝えられています。

桑酒は糯
もちごめ

米と麹と桑の葉を焼
酎 に漬 け 込 み、伝 統 みりん の 製
法で造ります。ほのかな甘みで口
当たりが良く、かつては旅人が疲
れを癒すために、この桑酒を飲ん
でいたそうです。大正時代の詩人、
島 崎 藤 村 が 桑 酒を好 み、購 入を
依頼する手紙を送ってきたことも
あったそうです。

この桑酒をもっと多くの方に知っ
ていただきたいと思い、桑酒を使っ
たケーキやマドレーヌなどのスイー
ツの製造、販売も始めました。今は
山路酒造の店舗と木之本駅内のふ
れあいステーション「おかん」でし
か販売していないのですが、将来的
には木之本のお土産として、みなさ
んに喜んでいただけるような商品に
なればと思っています。

桑酒は大阪の百貨店でも販売し
ているのですが、外国人観光客に
好評で、中には自国で販売させて欲
しいという方もいらっしゃいます。
機会があれば、海外での販売※も考
えてみたいです。

1／昭和初期の山路酒造。
大きなレンガ造りの煙突
が木之本のシンボル的な
存在であった。阪神淡路大
震災後、耐震性を考慮し取
り壊された。
2 ／ 昭 和 の 初 期 以 前 に 店
の表に吊るしてあった看
板。現在は店内にディスプ
レーとして展示してある。
3／レトロな雰囲気が残る
店内の様子。
4.5／本名「島崎春樹」で届
いた島崎藤村からの手紙。

「 桑 酒 一 升 を お 送 り 下 さ
い」という内容。
6／桑酒。誰がデザインを
したのかわからないほど
古いラベル。
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▲気軽に買える値段だったので、丁稚が奉公先の
主人や、帰郷時のお土産として持ち帰ったこと
から「でっち羊羹」と名前がついた。

元気企業！ 紹介

御菓子司　和た与 

●代表者／代表取締役　小川 与志和
●従業員数／ 8 名
●住所／〒 523-0872 滋賀県近江八幡市玉木町 2 丁目 3 番地
●創業／ 1863 年
●業務内容／和菓子製造、販売
● TEL：0748-32-2610

「でっち羊
ようかん

羹」の発祥の店だと伝わる「和た与」。江戸時代の文久 3 年

（1863 年）に砂糖問屋に奉公していた小川与
よ そ ま つ

惣松により創業された。竹

の皮に餡
あん

を包み蒸して作った羊羹の美味しさが評判となり、創業当時から

現在まで、近江八幡の銘菓として親しまれている。

一度は火事で店を失うも見事に再起を果たし、伝統の味を守り続けて

いる。老舗の看板を活かし、新しくカフェを開いたりトライアスロン大会の

開催に関わるなど、積極的に地域を盛り上げる役目を買っている。

老舗和菓子店が、地域おこしに奮闘。
近江八幡とともに発展を目指す。

D
ATA

時代のニーズに合わせ
変化する老舗の味

ー創業から150 年以上ですが、
老舗の苦労はどんなところにあり
ますか？

お菓子に求められるものは、時
代とともに変わっていきます。創業
当時、お菓子に必要なものは「甘さ」
でしたが、現在では素材の持つ風
味を大事にしたものが好まれてい
るように思います。和た与の「でっ

ち羊羹」は、竹のほのかな香りと小
豆の味を引き立てるため、この30
年の間に4 回、使用する砂糖の種類
を変えています。少しずつ甘みを抑
え、あっさりとした味に変化させて
きました。製法は創業当時と変わら
ず、小豆を混ぜる工程だけ機械を使
い、他の作業は一つひとつ職人の手
によって行っています。

羊羹といえば日持ちのするイメー
ジがあると思うのですが、和た与の

「でっち羊羹」は賞味期限が7 日です。
賞味期限を延ばすことは可能なの
ですが、素材にこだわりおいしく食
べていただくため、あえて賞味期限
を延ばすことはしていません。何十
年もひいきにしていただいている
お客様に「いつも美味しいね」と
言われるのが、何よりも嬉しいです。

ー地域との関わりを大事にされ
ているそうですね。

子ども達が和菓子を食べる機会
が少なくなっているように思います。
そのため、小中学生を対象に「見学
会」を催し、和菓子の製造現場を見
学してもらったり、小学校に出向い
て、和菓子職人の仕事について授業
を行ったりしています。

また、創業150 年の節目に、新し
い試みとして「逢

ほ う さ

茶 あまな」をオー
プンさせました。「でっち羊羹」やう
いろ餅をアレンジした和パフェや、
信楽の朝宮茶などが気軽に楽しめ
るカフェです。以前から、本店に来る
お客様で「ここでお茶は飲めない
の？」とおっしゃる方が多かったので、
ゆっくり休めるスペースを提供した
いと考えていました。「逢

ほ う さ

茶 あまな」
は八幡堀の散策後の休憩場所とし
て、観光客の方などに利用していた
だいています。

今後は、地域の情報発信基地とな
り、新しいコミュニケーションの場と

御菓子司 和
わ

た与
よ

 

店主  小
お が わ

川 与
よ し か ず

志和 さん　小
お が わ

川 貴
た か こ

子 さん　



問い合せ先

（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部 創業支援課　担当/ 長谷川・谷口直 

TEL ： 077-511-1412　FAX : 077-511-1418　E-mail : in@shigaplaza.or.jp　

※しが新事業応援ファンド助成金交付事業　（平成 30 年度で終了予定）

　地域ブランド力の強化や地域経済の活性化を図るため、地域資源を活用した新しい商品やサービスを創出するた
めの研究開発（企画検討や試作開発）や開発を完了した後の販路開拓の取り組みを支援します。プラザでは、「し
が新事業応援ファンド助成金」について事前の質問や相談も受け付けています。
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▲ 2016 年の第 2 回「びわ湖トライアスロン in 近
江八幡」の様子。

▲「逢茶 あまな」。大正時代の古民家を改装して
レトロなカフェとして再生。八幡堀の歴史的景
観を活かしたお店が集まるスポット「八幡堀 石
畳の小路」にある。

けるのは、地域の繁栄があってこそ
です。町の方が喜んで下さることを、
これからも出来る限りお手伝いさ
せていただければと思っています。

ー地域資源を活用する事業活動
にも積極的だそうですね。

地域資源を活用した新しい商品
やサービスの開発に取り組む企業
をサポートする事業※に参画してい
るのですが、応募者の方々は新しい
アイデアや、やる気に満ちていて、逆
にこちらが刺激を受けることも多く
大変勉強になります。

滋賀県には京都の伝統工芸を
下支えしてきた優れた技術や文化、
素晴らしい自然などが溢れていま
す。地元の人は、それが当たり前す
ぎて気付いていないことが沢山あ
るのではないでしょうか。視点や見
せ方を変え、地域の資源を再発見
するお手伝いができれば嬉しく思
います。

経営者は時に独りよがりになっ
てしまうのですが、プラザさんには、
いつも第三者の目で見た客観的な
アドバイスをいただいています。

私は、幼い頃から名前ではなく
「和た与さん」と呼ばれることがほ

とんどです。「和た与」が愛されてい
る証拠ですし、気を引き締めて頑張
ろうと思う瞬間です。店の名を汚さ
ないよう、これからも地域とともに
生きていきたいと思います。

なるような活用も考えています。人と
人を繋ぎ、新しい何かを生むきっか
けを私たちがお手伝いできればと
思っています。

老舗だからできる地域貢献

ー近江八幡市トライアスロン協
会の会長をされているそうですね。

はちまん青年経営者会の代表を
務めている時、滋賀県トライアスロ
ン協会が開催地を探していると聞き
つけ、迷わず手を挙げました。近江
八幡の文化や自然を知ってもらえる
絶好のチャンスだと考えたからです。

最初は、沖島を望む琵琶湖を泳
ぎ、西の湖周辺の田園を自転車で
駆け抜け、八幡堀の街並を走るコー
スを想定していました。しかし街中
を走るには行政や警察の協力が必
要で、すぐには実現できそうにあり
ませんでした。そこで地元の有志を
集い、スポンサーを集め、コースを
変更して2015 年に第1 回目の大会
をなんとか開くことができました。

それでも、参加選手約500 名、ボ
ランティアスタッフ約500 名、観客
約2000 名が集まり、大成功だった
と思います。

特に嬉しかったことは、この大会
がトライアスロン初参加だった宇
田秀生選手（パラの部）が、2 カ月
後のアジア大会で優勝し、世界シ
リーズで2 位になるなど急成長を
遂げ、第2 回の大会に招待選手とし
て帰ってきてくれたことです。

宇田選手以外にも、関わってくれ
た人達にドラマが生まれ、私たちに
感動を与えてくれました。2024 年に
は滋賀で国体が開催されます。そ
れまでこの大会を継続するのが、今
の目標です。

トライアスロンの経験のない私
が協会の会長に任命されたのは、

「 和 た与」に
信 頼 が あっ
たからこそだ
と思っていま
す。「 和 た与」
が150 年以上
も近江八幡で
ご愛顧いただ
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▲製品は全て職人の手作業で行われる。信楽焼の温
もりあるフォルムで、他産地との差別化をする。

元気企業！ 紹介

明山陶業 株式会社

●代表者／石野 伸也
●従業員数／ 16 名
●住所／〒 529-1851　滋賀県甲賀市信楽町長野 1055-1
●創業／ 1622 年
●業務内容／陶製品（花器全般・食器・インテリア商品・小物置物）の製造、販売
● TEL：0748-82-0278
● Ogama　〒 529-1851 滋賀県甲賀市信楽町長野 947
　　　　　　（営業日：金・土・日・月・祝　11:00 〜 17:00）

創業は1622 年とされる信楽焼の明山陶業株式会社。江戸幕府二代将

軍、徳川秀忠の命により、茶壷（腰白茶壷）を献上したと記録がある。九代

目の石野伸也さんは、信楽の中ではいち早くインターネットでの直販を始

めたり、補助金を活用して新ブランドの構築にチャレンジするなど、時代の

先駆者的な存在である。2010 年には、長年放置されていた登り窯を整

備してカフェやショップを併設した「O
お お が ま

gama」をオープン。信楽の魅力発

信にも貢献している。

若い九代目が描く、五感に訴えかける 
新しい窯元のスタイル。

D
ATA

老舗は改革の積み重ね
時代の新しさを取り入れる

ーネットショップを始めたきっ
かけは何ですか？

10 年 程 前 に、インターネット
ショップを開設しました。当時の信
楽では、陶器メーカーが卸業者を
通さず直販するネットショップはあ
まり歓迎されない雰囲気がありま
した。しかし、これからはメーカー
にも自社で商品を売る力が必要だ

と強く感じていたので、周囲の反
対を押し切ってネットショップを開
設しました。私自身、全く知識がな
かったので、セミナーなどに通いな
がらのスタートでした。今では売上
げの4 割程度がインターネットに
よるもので、経営になくてはならな
い存在です※。

インターネットは物を売るだけ
でなく、新しい仕事のきっかけに
もなりました。弊社のオリジナル商
品で丸いふくろうの置物があるの
ですが、それを見たある企画会社
からジブリの人気キャラクター「ト
トロ」のオブジェが作れないかと
依頼されたのです。単純に形が似
ているので、この窯元なら作れる
だろうと思ったそうです。このトト
ロが大 人気となり、今ではフリー
カップや箸置きなど、バリエーショ
ンを増やし販売しています。

ネットショップのもう一つのメ

リットは、お客様との接点ができ
たことでした。それまでは、作り手
の都合を優先し、流通しやすい商
品ばかりを製造していました。直
接お客様と取引することで、私た
ちには見えていなかった使い勝
手やデザイン性について、指摘を
沢 山 いただくことが で きました。
その意見に真摯に耳を傾け、商品
を少しずつ改良し、より質の高い
商品づくりができるようになった
と思います。

ーしが新事業応援ファンドを利
用されたそうですね。

2010 年から3 年間、滋賀県立大
学や外部デザイナーと共同でファ
ンドを利用し「近江夏の風物詩（こ
こくらし）」というテーマで新しい
商品開発にチャレンジしました。初
めて事業計画を立てたり展示会に

明
めいざんとうぎょう

山陶業 株式会社

九代目  石
い し の

野 伸
し ん や

也 さん



（公財）滋賀県産業支援プラザ　総務企画部 情報企画課　担当/ 瀬村・田代・市原 

TEL ： 077-511-1411　FAX : 077-511-1418　E-mail : jouhou@shigaplaza.or.jp　

問い合せ先

※プラザの情報化支援
　中小企業の経営力や競争力の強化を図るため、経営課題に対し「I T 利活用による解決」をテーマにI T 活用セミ
ナーを開催します。また、企業に役立つ情報を発信し、企業の情報化促進などのご相談にもお応えします。
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▲登り窯は山の斜面に、小さな焼成室をいくつも
連ねた形の窯。信楽では昭和初期頃まで火鉢や
茶釜が焼かれていた。焼かれた後のススが今で
も壁に残っている。

▲ Ogama の店内。コンセプトは「陶を通した、
暮らし・文化を創造し、時代の豊かさを伝え発
信する場所」。カフェでは明山窯の食器をはじめ、
信楽在住の作家さんの器で、コーヒーやスイー
ツを楽しむことができる。

▲しが新事業応援ファンドの成果「ボル陶セット」。
「366 日の花個紋」とコラボレーションした商品。

お客様の誕生日ごとに違う「花個紋」を焼入れる。

出展したりと、大変良い経験にな
りました。何より、外部と交流する
ことで社内が活性化し、明山窯の
可能性が広がっていくような楽し
みがありました。

この経験を活かし、今年は「節
句人形」のブランド化をすすめてい
ます。今まで取引のないインテリ
アショップへ販路を拡大するため、
デザインや見せ方をさらに洗練さ
せていく予定です。

また、現 在1000 種 類 ほどある
商品を、本当に必要なものだけに
絞っていきたいと考えています。明
山窯らしい商品だけを残し、「明山
ブランド」として名前で売れる会社
にしていきたいです。

今では週に一度スタッフと事業
会議を開き、商品や会社の未来に
ついて話し合う場を設けています。

ー老舗を継続していく難しさは
ありますか？

老舗だからといって、昔やってい
たことをそのままやり続けていて
はダメだと思います。現状に満足せ

だけではなく「コトづくり」が必要
だと思います。今まで信楽へ来ら
れるお客様は信楽の店舗が集ま
るエリアで買い物だけをして帰っ
ていく方がほとんどでした。少し
中に入った「窯元散策路」の奥に

「Ogama」をオープ ンしたことで、
本当の信楽の魅力を知っていただ
くきっかけになればと思っていま
す。今後 は「Ogama」に隣 接 する
民家を改装して、宿泊できる施設
にしたいと考えています。

「五感に訴えかける事業」を柱
に、信楽の地域と明山窯がともに
発展していける道を探っていきた
いと思います。

ず、常に新しい事にチャレンジする
気持ちが必要なのではないでしょ
うか。従来のマーケットにとらわれ
ない自由な商品企画や、陶器の新
しい可能性と市場の開拓が大切だ
と考えています。

さらに、日本 の 陶 器 製 造 業 は
海外製の安い商品に押されて、苦
しい経営を強いられています。弊
社では、機械化して量産すること
はせず、職人の手作業で一つひと
つ心を込めて製品を作っています。

「土のぬくもり、人のぬくもりを感じ
る、こだわりのものづくり」は創業
以来、変わらない部分です。

ー老舗だからこそできる地域貢
献について。

役目を終えて放置されたままの
「登り窯」を、地域の文化遺産とし

て後世に伝えるべく周辺の改修を
行い、「Ogama」をオープンしまし
た。

「 登り窯 」は 最 盛 期 の1955 年
頃には信楽の長野だけで85 基近
くあったそうです。時 代とともに、
徐々に重油や電気、ガス窯などに
代 わり、取り壊されてしまいまし
た。「Ogama」では、予約制で陶芸
教室も開催しています。信楽焼と
ともに生きてきた私たち窯元の歴
史や文化を多くの方に知ってもら
い、さらに魅力ある土地にしてい
きたいと思います。

特 にこれ からは「 モノづくり」
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▲仏壇の設計図「杖」。1 本の棒に印をつけただけの
ものだが、職人が見れば仏壇の全体像がわかる。

元気企業！ 紹介

株式会社 永樂屋

●代表取締役社長／宮川 孝昭
●従業員数／ 53 名
●住所／〒 522-0031　滋賀県彦根市芹中町 40
●創業／ 1820 年
●業務内容／仏壇製造・販売、修復・洗浄、寺院施工
● TEL：0749-22-1446（代表）

戦のなくなった江戸時代、武具職人が仏壇製作へと職を変えたことによっ

て城下町で仏壇産業が盛んになった。そのため仏壇業界を「しあわせ産業」

と呼ぶ風習がある。1820 年創業の永樂屋では、時代に先駆け「メーカー直

販」「作り手の思いを伝えるブランディング」「積極的な女性の登用」などを実

施。「全国伝統的工芸品仏壇仏具展」では第1回通商産業大臣賞（現経済産業

大臣賞）を受賞するなど高い技術力を持ちながら、現代の生活スタイルに合

わせた全く新しい仏壇「玉」の開発などで、彦根仏壇の発展を牽引している。

伝統工芸品「彦根仏壇」を守りながら、
やさしく地域と人を活性化させる。

D
ATA

仏壇は「価値ある生」をもた
らす存在

ー彦根仏壇の特長を教えてくだ
さい。

彦根仏壇は工
こうぶななしょく

部七職と言って、
木

き じ し

地師、塗
ぬ り し

り師、金
き ん ぱ く お し し

箔押師、宮
く う で ん し

殿師、
彫
ちょうこくし

刻師、蒔
ま き え し

絵師、錺
か ざ り か な ぐ し

金具師と7 工程
それぞれに専門の職人がいます。木
地師は設計図の代わりに「杖

つえ

」と呼
ばれる1本の細長い木の棒に印を
つけたものを使って、仏壇の土台と
なる各部品を制作します。塗り師は
塗り・研ぎ・磨きの作業を何十回と
繰り返す、彦根仏壇の特色である木
目出し塗りで、漆特有の深みのある
光沢を出していきます。

どの職人も先代から受け継いで
きた独特な技術を持っており、そ
れを結集させた仏壇は、まるで芸
術作品のようです。この技術力が認

められ、滋賀県内の寺院内陣の修
復も承っております。

ー老舗を守り抜く苦労や工夫は
ありますか。

永樂屋はもともと製造卸の会社
でした。「江州壇」として全国へ広く

出回ることで、小売店様からのご
要望も高度なものになり、また伝
統的工芸品として、国に認められ
たことによって技術が磨かれてき
ました。その結果、通商産業 大臣
賞や滋賀県知事賞など、沢山の賞
を頂くことができました。

高度経済成長が終わった昭和48
年頃からは小売りにシフトチェンジ
していきました。直接お客様との接
点ができたことで「永樂屋」の名前
を認知していただき、ブランドが確
立されていったように思います。

バブル期には中国製の安 価な
仏 壇 が大 量に出回るようになり、
弊社でも中国に工場を移そうと何
度か視察に行きました。しかし彦
根仏壇を絶やさないためには、国
内で職人を育てる必要があると考
え直し、日本での製造にこだわる
ことにしました。

バ ブル が はじけ た平 成8 年 に、

株式会社 永
え い ら く や

樂屋

代表取締役社長  宮
みやがわ

川 孝
たかあき

昭 さん　取締役副社長  宮
みやがわ

川 富
と み こ

子 さん



※展示ギャラリー
　コラボしが２１の１階に県内中小企業の製品や特産品等の展示ができるエリアを設けています。特に、販売力の脆
弱な中小企業やベンチャー企業にとっては、新製品、新サービスおよび新技術等が手軽にアピールでき、販路拡大や
技術交流の促進を図ることができます。また、展示内容をマスコミに資料提供していますので取材も多く、コストを抑
えた広報ができます。
問い合せ先

（公財）滋賀県産業支援プラザ　総務企画部 情報企画課　担当/ 瀬村・田代・市原 

TEL ： 077-511-1411　FAX : 077-511-1418　E-mail : jouhou@shigaplaza.or.jp　

問い合せ先
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▲現代の住宅にマッチするようなシンプルなデザ
インの「玉」。壁に掛ける形なので、スペースの
限られたマンションなどでも設置可能。平成 15
年の全仏展では彦根市長賞に輝いた。

▲コラボしがギャラリーでの展示の様子。気軽に
仏壇を見られるとあって、普段、店舗に訪れな
いような多くの人達が足を止めた。

旧工場を倍に増床して、作業場を
お客様がガラス越しに自由に見学
できる彦根工場をリニューアルオ
ープンしました。職人というのは工
房の中で黙々と作業するのが当た
り前で、当時はかなり反対されまし
た。しかし、緻密な作業や技術の高
さを知ってもらうことで、安い中国
製ではなく、彦根仏壇を選んでもら
えるんだと説得したところ、最初は
しぶしぶ協力してくれた職人達も、
今では積極的にお客様との会話を
楽しんで技術をアピールしています。
こうしたコミュニケーションは、職
人の仕事への意識や向上心を高め、
心の込もった本当にいい仏壇づくり
へ繋がっていると思います。

現在の仕事の約半分は、古くなっ
た仏壇の修復・洗浄作業になりま
す。50年前に父が作った仏壇を、今
度は私が修復し、お客様にお返しし
ます。私が作った仏壇も、何十年後
には次の世代の職人が修復するで
しょう。老舗とは、そのようなご縁で
存続しているのかもしれません。

永樂屋では、ご購入いただいた
時からお客様とのご縁が始まると
考えています。毎年春と秋には、工
部七職の技を間近に見ていただけ
る「宝

ほ う か て ん

華展」を開催したり、年に一
度、仏壇、仏具の「供

く よ う え

養会」を行っ
たりして、できるだけお客様との接
点を持つようにしています。

ー女性の起用に積極的ですね。

職場」になっていました。
今は、社員の半分以上が女性で

すし、パートから社員、管理職への
登用も積極的に行っています。

ープラザの展示ギャラリーを利
用されましたが、反響はありまし
たか。

同じ滋賀県内ですが、大津では
彦根仏壇よりも、地理的に近い京仏
壇の方が親しまれているようです。
平成21年 に出店した大津店の認
知度アップのため、プラザさんのギ
ャラリーをお借りし、1 カ月間仏壇
を展示させていただきました※。

伝 統 的 な 彦 根 壇 や、現 代 の 住
宅にもマッチするように作られた

「玉」という斬新なデザインの仏壇
などを紹介し、多くのお客様にご
来場いただきました。立地も良い
ので、情報発信の場として最適だ
と思います。

これをきっかけに、彦根仏壇の
すばらしさを、もっと多くの方に知
ってもらいたいと思います。

昔から仏壇 業界は男性社会で
した。小売業に力を入れ始めた頃、
社交的な女性の事務員が仕事の
合間に接客するようになったので
すが、それを見て、やはり店に立つ
のは女性の方が向いているのでは
ないかと感じたのです。

昭和48年 に草津店を開店した
時、求人に応募してきた女性に店
長を任せることにしました。周囲か
らは反対の声もありましたが「と
にかく仕事がしたい」という彼女の
やる気を信じた結果、非常にいい
業績をあげてくれました。おかげ
で、女性の起用に対する社内の理
解も得られ、その後、女性のパート
を積極的に採用することになりま
した。中には、赤ちゃんを連れて出
勤する人や、1日2時間だけのパー
トから、今は副店長になった人も
います。

弊社では、最初から女性の働く
環境を整えていたわけではありま
せん。人それぞれにあったスタイル
で働けるよう、周りが協力していく
うちに自然と「女性の働きやすい
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インフォメーション

TEL：077-511-1413　FAX : 077-511-1418　E-mail : hanro@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部　販路開拓課　担当／植村・中嶋　お問合せ先

いきいき滋賀モノづくりセミナー in 米原

●日時：2016 年 10 月 5 日（水）13：00～ 17：00
●場所：滋賀県立文化産業交流会館（米原市下多良二丁目 137）

講師 川村 貞夫 氏

■講演 テーマ：次世代ロボット創造のための考えるヒントについて
 【講師】 立命館大学ロボティクス学科教授/ロボティクス研究センター長　
  元日本ロボット学会会長　　　　工学博士　川村 貞夫 氏

■討論会 テーマ：滋賀県におけるロボットの利用や製造について
 【パネリスト】  スキューズ（株）　常務取締役　市川 裕則 氏
   （株）ナレッジ　代表取締役社長　野邉 善行 氏
   辻プラスチック（株）　取締役　辻 喜勝 氏
■交流会 名刺交換・情報交換を通じて、同業種・異業種の企業とのネットワークを作るチャンスです！

TEL：077-511-1412　FAX : 077-511-1418　E-mail : in@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部　創業支援課　担当／長谷川・谷口直　お問合せ先

しが新事業応援ファンド助成金交付事業

「しが新事業応援ファンド助成金交付事業」は、基金の運用益で地域資源を活用し新商品やサービスの開発への取り組みに

対して助成している事業です。

これまでの応募件数は、394件、採択件数277件、平均採択率は70％であり、助成金支払合計2.8億円、ファンド助成金対

象事業の売上合計19.9億円となっており、その経済効果は大きいものとなっています。

この助成事業は、平成30年度で終了となります。新商品・新サービスをお考えの方は是非お早目に「しが新事業応援ファン

ド助成金交付事業」の活用をご検討ください。

しが新事業応援ファンド助成金交付事業  ＵＲＬ http://www.shigaplaza.or.jp/josei/

TEL：077-511-1413　FAX : 077-511-1418　E-mail : keiei@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部 経営相談室　担当／北川・杉本お問合せ先

出張相談会 in 米原

●日時：2016 年 10 月 5 日（水）12：00～ 17：00
●場所：滋賀県立文化産業交流会館（米原市下多良二丁目 137）

①販路開拓相談 ②経営改善相談 ③資金調達相談　　　④国際ビジネス相談  
⑤取引あっせん相談  ⑥下請かけこみ寺       ⑦商圏分析コーナー　　　　　　
⑧その他の相談　　⇒創業相談、経営革新計画、知的財産相談、各種補助金相談
⑨無料弁護士相談　⇒当日弁護士が相談対応します。（14：00～ 16：00）

※商圏分析コーナー紹介
あなたのお店の「商圏マップ」を
作成いたします。

新たにビジネスをお考えの方、企業経営でお悩みの方、まずはご相談にお越しください。

募集対象：滋賀県内に事業所を有する中小企業
概　　要：相談内容に応じ、プラザの相談員が応対

■相談メニュー

TEL：077-511-1414　FAX : 077-511-1418　E-mail : shin@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　連携推進部 ものづくり支援課　担当／福井・草間・有宗　お問合せ先

関西機械要素技術展に「しが新産業創造ネットワーク」
会員企業 5 社が共同出展します！

●会期：2016 年 10 月 5 日（水）～ 7 日（金）　　●会場：インテックス大阪（大阪府大阪市住之江区）

展示会名： 第19回関西機械要素技術展（M-Tech KANSAI）
会　　場： インテックス大阪（大阪府大阪市住之江区）
出展ブース： ６号館Ｂ 31－19
出展企業： （株）アイゼン、近畿精工（株）、草津電機（株）、スマック（株）、（株）ミヤジマ

展示会では、県内中小企業の秀でた製品・保有技術の展示を行い、産学官連携コーディ
ネータが県内中小企業の持つ技術と県内外を問わず幅広い川下企業等との技術マッチ
ングを行います。

TEL：077-511-1414　FAX : 077-511-1418　E-mail : swf@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　連携推進部　医工連携課　担当／山崎・梅村　お問合せ先

しがウェルネスファーム　第 3 回健康支援サービス創出セミナー

●日時：2016 年 10 月 17 日（月）13：30～ 17：15　●場所：コラボしが 21（大津市打出浜 2 番 1 号）

■講演 「経済産業省におけるヘルスケア産業の振興策について（仮）」　
 経済産業省 近畿経済産業局 バイオ・医療機器技術振興課　課長補佐 八田 明洋 氏
 「ローソンの『健康』への取り組み（仮）」　
 （株）ローソン　経営戦略本部　戦略統括　大矢根 寿子 氏

■ニーズ・シーズ展示会、交流会
　参加者間の意見交換を促進するために、現場が抱えているニーズや大学、企業等の持って
いるシーズを募集して展示するとともに、交流の場を提供します。

昨年度開催したセミナーの様子

“治療・介護から予防への転換”に寄与する新たな健康支援サービス事業の創出を支援
するプラットフォームです。　詳細はホームページ（http://www.shigaplaza.or.jp/swf/）
をご覧ください。　

【しがウェルネスファームとは】
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助成金支払累計（2.8億円）、売上累計（19.9億円）

助成金支払額（千円）
新商品売上額（千円）

終了事業者数
事業化達成事業者数

これまでの実績(新商品売上高)は？これまでの実績(累積件数)は？
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応募券数（394件）、採択件数（277件）

販路 開発

採択率（累積）：70％
H27採択率  ：87%

次回募集期間（予定）　平成29年1月4日（水）～1月20日（金）
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インフォメーション

TEL：077-511-1413　FAX : 077-511-1418　E-mail : hanro@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部　販路開拓課　担当／植村・中嶋　お問合せ先

いきいき滋賀モノづくりセミナー in 米原

●日時：2016 年 10 月 5 日（水）13：00～ 17：00
●場所：滋賀県立文化産業交流会館（米原市下多良二丁目 137）

講師 川村 貞夫 氏

■講演 テーマ：次世代ロボット創造のための考えるヒントについて
 【講師】 立命館大学ロボティクス学科教授/ロボティクス研究センター長　
  元日本ロボット学会会長　　　　工学博士　川村 貞夫 氏

■討論会 テーマ：滋賀県におけるロボットの利用や製造について
 【パネリスト】  スキューズ（株）　常務取締役　市川 裕則 氏
   （株）ナレッジ　代表取締役社長　野邉 善行 氏
   辻プラスチック（株）　取締役　辻 喜勝 氏
■交流会 名刺交換・情報交換を通じて、同業種・異業種の企業とのネットワークを作るチャンスです！

TEL：077-511-1412　FAX : 077-511-1418　E-mail : in@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部　創業支援課　担当／長谷川・谷口直　お問合せ先

しが新事業応援ファンド助成金交付事業

「しが新事業応援ファンド助成金交付事業」は、基金の運用益で地域資源を活用し新商品やサービスの開発への取り組みに

対して助成している事業です。

これまでの応募件数は、394件、採択件数277件、平均採択率は70％であり、助成金支払合計2.8億円、ファンド助成金対

象事業の売上合計19.9億円となっており、その経済効果は大きいものとなっています。

この助成事業は、平成30年度で終了となります。新商品・新サービスをお考えの方は是非お早目に「しが新事業応援ファン

ド助成金交付事業」の活用をご検討ください。

しが新事業応援ファンド助成金交付事業  ＵＲＬ http://www.shigaplaza.or.jp/josei/

TEL：077-511-1413　FAX : 077-511-1418　E-mail : keiei@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　経営支援部 経営相談室　担当／北川・杉本お問合せ先

出張相談会 in 米原

●日時：2016 年 10 月 5 日（水）12：00～ 17：00
●場所：滋賀県立文化産業交流会館（米原市下多良二丁目 137）

①販路開拓相談 ②経営改善相談 ③資金調達相談　　　④国際ビジネス相談  
⑤取引あっせん相談  ⑥下請かけこみ寺       ⑦商圏分析コーナー　　　　　　
⑧その他の相談　　⇒創業相談、経営革新計画、知的財産相談、各種補助金相談
⑨無料弁護士相談　⇒当日弁護士が相談対応します。（14：00～ 16：00）

※商圏分析コーナー紹介
あなたのお店の「商圏マップ」を
作成いたします。

新たにビジネスをお考えの方、企業経営でお悩みの方、まずはご相談にお越しください。

募集対象：滋賀県内に事業所を有する中小企業
概　　要：相談内容に応じ、プラザの相談員が応対

■相談メニュー

TEL：077-511-1414　FAX : 077-511-1418　E-mail : shin@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　連携推進部 ものづくり支援課　担当／福井・草間・有宗　お問合せ先

関西機械要素技術展に「しが新産業創造ネットワーク」
会員企業 5 社が共同出展します！

●会期：2016 年 10 月 5 日（水）～ 7 日（金）　　●会場：インテックス大阪（大阪府大阪市住之江区）

展示会名： 第19回関西機械要素技術展（M-Tech KANSAI）
会　　場： インテックス大阪（大阪府大阪市住之江区）
出展ブース： ６号館Ｂ 31－19
出展企業： （株）アイゼン、近畿精工（株）、草津電機（株）、スマック（株）、（株）ミヤジマ

展示会では、県内中小企業の秀でた製品・保有技術の展示を行い、産学官連携コーディ
ネータが県内中小企業の持つ技術と県内外を問わず幅広い川下企業等との技術マッチ
ングを行います。

TEL：077-511-1414　FAX : 077-511-1418　E-mail : swf@shigaplaza.or.jp　

（公財）滋賀県産業支援プラザ　連携推進部　医工連携課　担当／山崎・梅村　お問合せ先

しがウェルネスファーム　第 3 回健康支援サービス創出セミナー

●日時：2016 年 10 月 17 日（月）13：30～ 17：15　●場所：コラボしが 21（大津市打出浜 2 番 1 号）

■講演 「経済産業省におけるヘルスケア産業の振興策について（仮）」　
 経済産業省 近畿経済産業局 バイオ・医療機器技術振興課　課長補佐 八田 明洋 氏
 「ローソンの『健康』への取り組み（仮）」　
 （株）ローソン　経営戦略本部　戦略統括　大矢根 寿子 氏

■ニーズ・シーズ展示会、交流会
　参加者間の意見交換を促進するために、現場が抱えているニーズや大学、企業等の持って
いるシーズを募集して展示するとともに、交流の場を提供します。

昨年度開催したセミナーの様子

“治療・介護から予防への転換”に寄与する新たな健康支援サービス事業の創出を支援
するプラットフォームです。　詳細はホームページ（http://www.shigaplaza.or.jp/swf/）
をご覧ください。　

【しがウェルネスファームとは】
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助成金支払累計（2.8億円）、売上累計（19.9億円）

助成金支払額（千円）
新商品売上額（千円）

終了事業者数
事業化達成事業者数

これまでの実績(新商品売上高)は？これまでの実績(累積件数)は？
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応募券数（394件）、採択件数（277件）

販路 開発

採択率（累積）：70％
H27採択率  ：87%

次回募集期間（予定）　平成29年1月4日（水）～1月20日（金）
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